
本
連
載
の
第
１
回
で
は
農
業
金
融

と
農
業
協
同
組
合
（
以
下
、
農

協
あ
る
い
は
Ｊ
Ａ
）
の
現
状
を
整
理

し
、
第
２
回
で
は
農
政
転
換
と
Ｊ
Ａ
改

革
の
方
向
性
を
見
て
き
た
。

最
終
回
は
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

５
年
後
、
１０
年
後
を
見
据
え
、
わ
が
国

農
業
の
経
営
組
織
変
化
の
方
向
性
と
、

そ
れ
に
応
え
る
農
業
金
融
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
や
や
希
望
的
な
観
測
も
含
め

て
整
理
を
試
み
る
。

農
業
生
産
の
中
心
は

組
織
的
経
営
体
に
移
行

１．

農
業
経
営
組
織
の
今
後
の
方
向
性

（
１
）
家
族
経
営
を
基
本
と
し
た
農
家

の
減
少

第
２
回
で
記
述
し
た
よ
う
に
、
農
業

を
主
業
と
し
て
い
る
「
基
幹
的
農
業
従

事
者
」
は
２
０
１
４
年
時
点
で
１
６
８

万
人
に
ま
で
減
少
し
、
６５
歳
以
上
の
比

率
が
６２
・
９
％
と
高
齢
化
し
て
い
る
。

家
族
経
営
体
を
基
本
と
し
た
従
来
型

の
農
家
で
は
、
子
ど
も
な
ど
親
族
が
後

継
者
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

現
在
大
勢
を
占
め
て
い
る
６５
歳
以
上
の

基
幹
的
農
業
従
事
者
の
子
ど
も
世
代
は

３０
歳
代
以
上
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
す

で
に
別
の
職
業
に
就
い
て
い
る
人
が
大

半
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

５
年
後
、
１０
年
後
に
は
６５
歳
以
上
の

基
幹
的
農
業
従
事
者
は
引
退
が
視
野
に

入
っ
て
く
る
年
齢
と
な
る
は
ず
で
あ

り
、
従
来
型
の
農
家
の
数
が
増
加
に
転

じ
る
と
は
見
通
し
に
く
い
。

（
２
）
企
業
的
な
経
営
の
増
加

数
的
に
は
多
く
は
な
い
が
、
こ
こ
数

年
は
組
織
経
営
体
が
や
や
増
加
し
て
い

る
（
図
表
１
）。
従
来
型
の
農
家
が
今

後
も
減
少
し
て
い
く
と
す
れ
ば
、
農
業

生
産
の
中
心
は
組
織
経
営
体
に
移
行
し

て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
し
、
組
織
経
営

体
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。「『
日

本
再
興
戦
略
』
改
訂
２
０
１
４
」（
２

０
１
４
年
６
月
）
で
は
、
農
業
分
野
の

短
期
連
載
Ｊ
Ａ
改
革
・
農
政
転
換
で
変
わ
り
ゆ
く
農
業
金
融

企
業
的
な
経
営
の
実
現
に
向
け
て

金
融
機
能
の
活
用
の
場
は
広
が
る

中
里
幸
聖

大
和
総
研
金
融
調
査
部
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Ｋ
Ｐ
Ｉ
（K

ey
Perform

ance
Indica-

tors

）
の
一
つ
と
し
て
、「
今
後
１０
年

間
で
法
人
経
営
体
数
を
２
０
１
０
年
比

約
４
倍
の
５
万
法
人
と
す
る
」
と
し
て

い
る
（
２
０
１
０
年
時
に
１
万
２
５
１

１
法
人
、
２
０
１
３
年
時
に
１
万
４
６

０
０
法
人
）（
注
１
）。

農
業
生
産
を
行
う
組
織
と
し
て
は
、

現
状
で
は
農
業
生
産
法
人
（
注
２
）、

集
落
営
農
（
注
３
）
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
今
後
は
農
業
生
産
法
人
へ
の
農
業

以
外
の
一
般
企
業
の
出
資
増
加
や
、
集

落
営
農
の
さ
ら
な
る
法
人
化
な
ど
が
進

展
す
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
農
業
以
外
の
一
般
企
業
の

農
業
へ
の
直
接
参
入
、
農
協
に
よ
る
生

産
農
家
の
組
織
化
な
ど
も
将
来
的
に
は

大
き
な
流
れ
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
う
し
た
組
織
化
の
進
展
は
、

農
業
の
企
業
的
経
営
の
深
化
に
つ
な
が

る
と
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
２
０
１
４
年
２
月
１
日
時
点

で
農
業
以
外
の
業
種
か
ら
資
本
金
・
出

資
金
の
提
供
を
受
け
て
い
る
経
営
体

は
、
組
織
経
営
体
数
の
４
・
４
％
で
あ

る
。
提
供
元
の
業
種
と
し
て
は
、
建
設

業
・
運
輸
業
と
食
品
製
造
業
・
飲
食
サ

ー
ビ
ス
業
が
そ
れ
ぞ
れ
２１
％
強
（
提
供

を
受
け
て
い
る
組
織
経
営
体
数
に
対
す

る
比
率
）、
飲
食
料
品
卸
売
・
小
売
業

が
１５
％
弱
（
同
前
）、
残
り
が
「
そ
の

他
」
と
な
っ
て
い
る
（
農
林
水
産
省

「
農
業
構
造
動
態
調
査
」）。

企
業
的
な
経
営
主
体
（
注
４
）
が
中

心
と
な
れ
ば
、
農
業
の
経
験
が
な
い
雇

用
者
の
増
加
も
期
待
さ
れ
る
。
新
規
就

農
者
の
う
ち
の
新
規
雇
用
就
農
者
数
を

見
る
と
（
図
表
２
）、
農
家
出
身
よ
り

も
非
農
家
出
身
の
ほ
う
が
多
い
。
企
業

的
に
農
業
を
経
営
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
農
業
雇
用
者
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
農
業
の
経
験
が
な
い
人

に
も
農
業
参
入
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が

る
で
あ
ろ
う
。

通
常
の
企
業
が
新
入
社
員
に
集
合
研

修
を
行
い
、
そ
の
後
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
ど
で

一
人
前
に
育
て
て
い
く
よ
う
に
、
ま
っ

た
く
の
素
人
の
新
規
雇
用
就
農
者
を
一

人
前
に
育
て
て
い
く
シ
ス
テ
ム
の
確
立

が
、
企
業
的
に
農
業
を
経
営
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
組
織
と
し
て
対
応
す
る
こ
と

に
よ
り
、
週
４０
時
間
労
働
（
週
休
２

日
）、
月
給
の
支
給
、
年
次
有
給
休
暇

制
度
の
適
用
な
ど
、
他
産
業
で
行
わ
れ

て
い
る
就
業
規
則
の
導
入
も
可
能
と
な

る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
例
え
ば
朝

５
時
起
床
と
か
農
地
に
密
着
す
る
な

ど
、
他
産
業
と
は
異
な
る
農
業
の
特
性

を
反
映
し
た
具
体
的
な
就
業
規
則
も
必

要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

規
模
拡
大
や
雇
用
増
加
に
伴
う

資
金
ニ
ー
ズ
が
発
生
す
る

２．

農
業
金
融
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
の
変

化（
１
）
企
業
的
経
営
と
金
融
へ
の
ニ
ー

ズ
農
業
の
経
営
主
体
の
中
心
が
、
従
来

型
の
農
家
か
ら
企
業
的
な
経
営
主
体
へ

と
移
行
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
金
融
へ

の
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
い
く
で
あ
ろ

う
。従

来
の
農
業
金
融
の
中
心
で
あ
る
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
と
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
農

林
水
産
事
業
部
門
（
以
下
、
日
本
公

庫
）
は
、
家
族
経
営
を
基
本
と
し
た
農

家
を
主
た
る
融
資
対
象
と
し
て
、
様
々

な
融
資
制
度
を
設
定
し
て
き
た
。
協
同

組
合
、
政
策
金
融
機
関
と
い
う
組
織
の

あ
り
方
か
ら
し
て
も
、
農
業
経
営
の
組

織
化
等
を
促
す
方
向
と
い
う
よ
り
は
、

従
来
型
の
農
家
に
対
し
て
農
業
の
耕
作

面
で
の
近
代
化
を
支
援
し
て
い
く
色
彩

が
中
心
で
あ
っ
た
と
い
う
見
方
も
で
き

よ
う
。

し
か
し
、
徐
々
に
進
行
し
つ
つ
あ
っ

た
農
政
の
転
換
（
第
２
回
で
記
述
）
に

合
わ
せ
る
よ
う
に
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
と
日

本
公
庫
の
融
資
制
度
も
積
極
的
に
収
益

性
向
上
を
図
る
農
家
や
そ
の
組
織
化
を

支
援
す
る
よ
う
な
融
資
制
度
を
強
化
し

て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
企
業
的
な
経
営
主
体
が
中
心

と
な
る
と
見
込
ま
れ
る
今
後
は
、
積
極

的
な
収
益
性
向
上
を
図
る
た
め
に
、
土

地
集
約
、
施
設
拡
張
、
販
路
拡
大
な
ど

の
規
模
拡
大
の
た
め
の
投
資
資
金
需
要

や
雇
用
者
増
加
な
ど
に
伴
う
運
転
資
金

需
要
な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い
く

と
思
わ
れ
る
。

Ｊ
Ａ
が
蓄
積
し
て
き
た
情
報
が

農
業
を
成
長
産
業
へ
と
導
く

（
２
）
農
業
の
多
様
な
リ
ス
ク
・
リ
タ

ー
ン
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

人
々
の
生
命
維
持
に
必
要
な
農
産
物

を
生
産
す
る
こ
と
が
農
業
の
根
本
的
な

経
済
機
能
で
あ
る
が
、
個
々
の
農
業
生

産
者
は
、
土
地
や
労
働
力
、
地
勢
や
気

候
、
習
慣
や
費
用
な
ど
様
々
な
要
素
を

基
に
農
産
物
の
種
類
と
生
産
量
を
決
め

る
。
そ
の
生
産
計
画
を
踏
ま
え
て
、
必

要
で
あ
れ
ば
借
入
れ
を
は
じ
め
と
す
る

資
金
調
達
を
実
施
し
て
い
る
。

個
々
の
金
融
機
関
は
、
収
益
最
大
化

を
図
る
た
め
、
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
を

見
極
め
な
が
ら
投
融
資
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。
農
業
に
関
し
て
は
、
全
国
あ

る
い
は
広
域
レ
ベ
ル
で
見
れ
ば
、
農
産

物
の
種
類
、
生
産
量
、
風
土
な
ど
の
農

業
の
生
産
側
に
多
様
性
が
あ
り
、
ま
た

消
費
者
の
嗜
好
、
小
売
店
や
外
食
産
業

の
戦
略
な
ど
農
産
物
の
需
要
側
に
も
多

様
性
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
理
屈
と
し
て
は
リ
ス
ク

分
散
を
図
る
土
台
と
な
り
得
る
。
ま
た

販
売
方
法
等
も
含
め
た
農
産
物
等
の
選

択
の
組
合
せ
は
様
々
な
リ
タ
ー
ン
特
性

の
設
計
を
可
能
に
す
る
。
つ
ま
り
、
産

業
と
し
て
の
農
業
は
、
様
々
な
リ
ス

ク
・
リ
タ
ー
ン
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
創
出

す
る
可
能
性
を
持
っ
て
お
り
、
金
融
は

こ
う
し
た
視
点
で
農
業
に
関
わ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

（
３
）
Ｊ
Ａ
へ
の
期
待

第
１
回
で
記
述
し
た
よ
う
に
、
Ｊ
Ａ

の
大
半
を
占
め
る
総
合
農
協
は
、
経
済

事
業
（
農
畜
産
物
の
販
売
、
生
産
資
材

の
購
買
・
供
給
等
）、
信
用
事
業
（
各

種
金
融
サ
ー
ビ
ス
）、
共
済
事
業
（
生

命
共
済
、
損
害
共
済
、
年
金
共
済
等
）

を
総
合
的
に
手
掛
け
て
い
る
。
こ
の
点

は
、
農
業
を
企
業
的
に
経
営
す
る
た
め

の
要
素
が
す
で
に
揃
っ
て
い
る
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

長
年
に
わ
た
っ
て
農
業
の
現
場
と
関

わ
っ
て
き
た
Ｊ
Ａ
は
、
地
域
ご
と
の
気

候
や
土
地
に
合
っ
た
農
産
物
、
地
元
の

農
家
や
農
村
の
状
況
等
に
関
す
る
情
報

の
蓄
積
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し

た
情
報
を
農
業
経
営
の
組
織
化
の
方
向

に
活
か
し
、
企
業
的
な
経
営
主
体
に
資

金
提
供
し
て
い
く
姿
が
実
現
で
き
れ

ば
、
農
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
性
が

増
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

耕
作
の「
超
近
代
化
」に
向
け

新
た
な
資
金
ニ
ー
ズ
が
発
生

３．

農
業
の
望
ま
し
い
方
向
性
と
金
融

（
１
）
経
営
の
近
代
化
と
耕
作
の
「
脱

近
代
化
」「
超
近
代
化
」

農
業
に
金
融
を
有
効
活
用
す
る
た
め

に
は
、
農
業
生
産
者
側
の
変
革
が
必
要

で
あ
る
。
農
業
経
営
の
近
代
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。ほ

農
業
の
耕
作
面
で
の
近
代
化
は
、
圃

じ
ょ
う

か
ん
が
い

場
整
備
や
灌
漑
排
水
事
業
等
の
農
地
の

整
備
、
機
械
化
の
推
進
、
化
学
肥
料
の

導
入
等
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
域
に

図表１ 農業経営体数

（※）家族経営体は、農業経営体のうち家族労働を中心に世帯単位で事業を行う者で、家
族の中に経営の決定権を持つ者がいる経営体（一戸一法人を含む）。組織経営体は、
農業経営体のうち家族経営体以外の経営体で、法人（法人格を認められている者が
事業を経営している場合を含む）もしくは法人でない団体。各年２月１日現在。

（出所）農林水産省「農業構造動態調査」より大和総研作成
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は
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

経
営
面
で
は
、
農
業
と
は
関
係
な
い
分

野
と
の
兼
業
農
家
の
増
加
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
経
営
の
近
代
化
に
注
力
し

て
い
た
層
が
多
か
っ
た
と
は
考
え
に
く

い
状
況
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
農
業
経
営
の
近
代
化
を

実
現
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
農
業
経

営
者
も
散
見
さ
れ
る
が
、
わ
が
国
の
農

業
全
体
の
動
き
と
は
な
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
ろ
う
。

経
営
の
近
代
化
と
と
も
に
、
耕
作
に

つ
い
て
は
従
来
の
近
代
化
か
ら
「
脱
近

代
化
」
と
「
超
近
代
化
」
の
方
向
性
が

考
え
ら
れ
る
。

現
代
の
「
近
代
化
」
さ
れ
た
耕
作

は
、
特
に
農
薬
や
化
学
肥
料
の
大
量
使

用
な
ど
環
境
や
生
命
の
観
点
か
ら
持
続

可
能
で
あ
る
か
は
疑
問
が
あ
る
。
近
代

的
な
労
務
管
理
の
も
と
、
有
機
農
業
的

な
耕
作
を
全
面
的
に
展
開
す
る
「
脱
近

代
化
」
と
い
う
手
法
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
植
物
工
場
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
な
「
超
近
代
化
」
を
同
時
進
行
さ
せ

て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
は
、

地
下
空
間
や
植
物
工
場
ビ
ル
な
ど
三
次

元
的
な
展
開
も
可
能
と
な
る
。
い
ず
れ

の
場
合
も
、
実
現
す
る
た
め
に
は
経
営

の
近
代
化
が
前
提
と
な
ろ
う
。
こ
の
超

近
代
化
の
方
向
は
、
新
た
な
資
金
ニ
ー

ズ
を
生
じ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

全
国
展
開
や
他
地
域
と
の

連
携
を
仲
介
す
る
役
割
も

（
２
）
全
国
化
と
地
方
化

日
本
列
島
は
南
北
に
長
く
、
起
伏
に

富
ん
で
い
る
。
大
半
は
温
帯
モ
ン
ス
ー

ン
気
候
に
属
し
、
比
較
的
は
っ
き
り
し

た
四
季
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
沖
縄
地

域
は
亜
熱
帯
、
北
海
道
は
亜
寒
帯
と
も

い
え
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
列
島
を
全
体
と

し
て
眺
め
る
と
、
南
北
の
気
温
差
や
土

地
の
高
低
差
（
そ
れ
に
伴
う
気
温
差
な

ど
）
を
利
用
し
て
、
同
種
の
農
産
物
を

順
々
に
栽
培
し
て
い
く
こ
と
で
、
旬
の

短
い
農
産
物
で
も
長
期
間
市
場
に
出
荷

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
各

地
域
の
特
性
に
適
し
た
多
様
な
種
類
の

農
産
物
を
手
掛
け
て
、
品
揃
え
を
増
や

す
戦
略
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
戦
略
を
展
開
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
全
国
レ
ベ
ル
で
展
開
で
き
る

生
産
者
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
あ

る
い
は
各
地
域
の
生
産
者
が
提
携
し
て

も
よ
い
。
金
融
機
関
は
、
そ
う
し
た
全

国
展
開
や
他
地
域
と
の
連
携
を
仲
介
す

る
役
割
も
果
た
し
得
る
。

一
方
、
地
元
に
特
化
し
て
、
地
元
の

農
業
資
源
を
徹
底
的
に
活
用
す
る
と
い

っ
た
戦
略
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場

合
、
農
業
資
源
の
み
な
ら
ず
地
元
の
金

融
機
関
や
地
方
公
共
団
体
、
農
業
関
連

産
業
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
て
、
地
域

一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
地
産
地
消
と
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

地
元
で
採
れ
た
食
材
を
地
元
で
消
費

す
る
「
地
産
地
消
」
は
、
学
校
給
食
な

ど
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
考
え
方
と
し

て
は
か
な
り
定
着
し
て
き
て
い
る
と
い

え
よ
う
。「
身
土
不
二
」（
注
５
）
と
い

う
面
で
も
、「
地
産
地
消
」
は
自
然
な

姿
で
あ
る
。

鮮
度
問
題
か
ら
他
地
域
で
提
供
す
る

の
が
難
し
い
食
材
も
あ
る
。
ま
た
、
発

酵
食
品
な
ど
の
一
部
の
食
べ
方
を
除

き
、
農
産
物
は
採
れ
た
て
が
一
番
美
味

し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ

う
な
鮮
度
が
重
要
な
農
産
物
は
観
光
客

を
呼
び
込
む
素
材
の
一
つ
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
保
存
が
効
く
農
産
物
は
国
内

の
み
な
ら
ず
世
界
展
開
を
目
指
し
、
戦

略
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
伴
っ

て
、
積
極
的
に
打
っ
て
出
る
こ
と
が
農

業
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

以
上
の
（
１
）
〜
（
３
）
以
外
に
も

農
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と

考
え
ら
れ
る
と
思
う
が
、
い
ず
れ
の
場

合
も
農
業
経
営
の
近
代
化
や
農
業
経
営

体
内
外
の
組
織
化
が
重
要
と
な
る
。

つ
ま
り
は
、
農
業
の
企
業
的
な
経
営

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
農
業

が
前
記
の
よ
う
な
方
向
性
を
実
現
し
よ

う
と
す
る
際
、
様
々
な
リ
ス
ク
・
リ
タ

ー
ン
の
組
合
せ
を
通
じ
て
収
益
の
最
大

化
を
図
る
金
融
の
機
能
を
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
活
用
す
る
場
が
広
が
る
で
あ
ろ

う
。

（
了
）

（
注
１
）
２
０
１
５
年
６
月
２２
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
「『
日
本
再
興
戦

略
』
改
訂
２
０
１
５
（
素
案
）」
で

は
、
鍵
と
な
る
施
策
と
し
て
「
�
農

林
水
産
業
の
経
営
力
の
強
化
に
向
け

た
支
援
体
制
の
整
備
」「
�
農
地
集

積
・
集
約
化
に
向
け
た
取
組
の
加

速
」「
�
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
促
進
」
を
挙
げ
て
お
り
、
�
に
つ

い
て
は
「
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
農
業

経
営
の
法
人
化
の
目
標
を
設
定
す
る

と
と
も
に
、
経
営
に
関
す
る
専
門
家

（
税
理
士
・
中
小
企
業
診
断
士
・
地

域
金
融
機
関
等
）
に
よ
る
法
人
化
に

向
け
た
支
援
体
制
を
整
備
す
る
」

（
本
文
（
第
一
「
総
論
」）
３６
頁
）

と
し
て
い
る
。

（
注
２
）
公
益
社
団
法
人
日
本
農
業
法

人
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
と

「
農
業
法
人
に
は
、『
会
社
法
人
』

と
『
農
事
組
合
法
人
』
の
二
つ
の
タ

イ
プ
が
あ
り
」、「
農
業
法
人
は
、
農

地
の
権
利
取
得
の
有
無
に
よ
っ
て
、

『
農
業
生
産
法
人
』
と
『
一
般
農
業

法
人
』
に
大
別
」
さ
れ
る
。
農
業
生

産
法
人
に
つ
い
て
は
、「
事
業
や
構

成
員
、
役
員
に
つ
い
て
も
一
定
の
要

件
が
あ
り
ま
す
（
た
だ
し
、
農
地
を

利
用
し
な
い
農
業
の
場
合
は
農
業
生

産
法
人
の
要
件
を
満
た
す
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
）」
と
あ
る
が
、
２
０
１

５
年
６
月
末
現
在
、
国
会
で
審
議
中

の
「
農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
案
」
で
は
、
農

業
生
産
法
人
の
要
件
の
緩
和
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

（
注
３
）
集
落
を
単
位
と
し
て
、
生
産

行
程
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て

共
同
で
取
り
組
む
組
織
。
２
０
１
５

年
２
月
１
日
現
在
で
１
万
４
８
５
２

の
集
落
営
農
が
存
在
し
、
そ
の
う
ち

約
４
分
の
１
が
法
人
化
さ
れ
て
い
る

（
農
林
水
産
省
「
集
落
営
農
実
態
調

査
」）。

（
注
４
）
農
業
が
組
織
化
さ
れ
て
企
業

的
に
営
ま
れ
て
い
る
経
営
主
体
を
指

し
、
具
体
的
な
あ
り
方
は
様
々
な
パ

タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
る
。

（
注
５
）
住
ん
で
い
る
土
地
で
各
季
節

に
採
れ
た
も
の
を
中
心
に
食
べ
る
の

が
健
康
に
一
番
良
い
と
い
う
考
え
。

身
体
（
身
）
と
環
境
（
土
）
は
一
体

（
不
二
）
と
の
発
想
に
基
づ
く
。

図表２ 就農形態別新規就農者数 単位：人

うち３９歳以下

２０１３年

１３，３６０

７，４１０

４，５１０

９６０

３，５４０

１，４５０

（※１）新規自営農業就農者は、農家世帯員で、「学生」から「自営農業への従事が主」になった者と「他に雇われて勤務が主」
から「自営農業への従事が主」になった者。新規雇用就農者は、新たに法人等に雇用されることにより、農業に従事する
こととなった者。新規参入者は、土地や資金を独自に調達（相続・贈与等により親の農地を譲り受けた場合を除く）し、
新たに農業経営を開始した経営の責任者。

（※２）集計値の原数を下一桁で四捨五入しており、合計値と内訳の計が一致しないことがある。

（※３）２０１０年の「新規参入者」は、東日本大震災の影響で調査不能となった岩手県、宮城県および福島県の全域並びに青森県の
一部地域を除いて集計した数値である。２０１１～１３年の調査結果は、東日本大震災の影響で調査不能となった福島県の一部
地域を除いて集計した数値である。

（出所）農林水産省「新規就農者調査」より大和総研作成

２０１２年

１５，０２０

８，１６０

５，３３０

１，０６０

４，２６０

１，５４０

２０１１年

１４，２２０

７，５６０

５，８６０

１，０２０

４，８４０

８００

２０１０年

１３，１５０

７，６７０

４，８５０

７８０

４，０７０

６４０

２００９年

１５，０３０

９，３１０

５，１００

１，０３０

４，０７０

６２０

全年齢

２０１３年

５０，８１０

４０，３７０

７，５４０

１，６４０

５，９００

２，９００

２０１２年

５６，４８０

４４，９８０

８，４９０

１，７６０

６，７４０

３，０１０

２０１１年

５８，１２０

４７，１００

８，９２０

１，４８０

７，４４０

２，１００

２０１０年

５４，５７０

４４，８００

８，０４０

１，６５０

６，３８０

１，７３０

２００９年

６６，８２０

５７，４００

７，５７０

１，５００

６，０７０

１，８５０

新規就農者計

新規自営農業就農者

新規雇用就農者

うち農家出身

うち非農家出身

新規参入者

82２０１５・８月１日号

短期連載●JA改革・農政転換で変わりゆく農業金融

２０１５・８月１日号83


